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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中小零細企業によるローカル５Gを活用したスマート工場化への取り組み
ローカル５Gによる工場のスマート化モデル事業
町工場によるローカル５Gを活用したスマート工場化への取り組み
大田区モノづくり企業による…
自作検査機器へのローカル5Ｇ活用による生産性の向上と品質保証の明確化





会 社 紹 介



会社名： 大森クローム工業株式会社

設立：  １９５１年３月１９日

社員数： ７０名（男性：５８名 女性：１２名）

代表者： 代表取締役社長 宮川 容子

事業内容： 工業用クロムめっき

 無電解ニッケルめっき

一般めっき及びアルマイト処理

上記に関わる研削、研磨、加工全般

会社概要



拠点紹介

東北工場 
岩手県北上市
１９９５年開設埼玉工場

本庄市児玉町
２００７年開設

東京工場
大田区大森西
１９５１年創業



めっき対象製品(2022年)取引先業界(2022年)

取引先業界・加工製品
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クロムめっき
開発事例：NCPめっき

めっき皮膜の開発

めっき断面

NCPめっき

めっき表面

めっき
50 μm

素地

マイクロクラックを無くす研究です。



工場内で使用した水は、排水処理設備を通して浄化し、再利用している。

環境への取り組み

再生後の水工場の廃水



めっき液再生装置の開発

めっき槽

再生装置

Cr6＋抽出

原料
Cr6＋

Cr3＋

H2SO4
H2O



ローカル５Gを活用した
スマート工場化への取り組み



背景

事業内容

工業用クロムめっき

多品種小ロット＋一品一様な加工



背景

全て手作業で行っています



背景２

少子高齢化

物価の高騰要求品質の
多角化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
少子高齢化（人手不足）　自動化の遅れ　人件費高騰　高品質化（要求品質の厳格化）－要求品質の過剰（多角化）
物価の高騰（粗利の低下）
感染症による経済の停滞（受注量の減少）

DX化を推進し、生産性を向上させる
外観検査にＡＩを取り入れる
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不適合品の完璧な判別が
不可能

当社の抱える課題

現在の
検査体制

２～３名体制

目視での検査

検査時間が多く必要 生産性の低下

クレームの増加

AIによる自動判定を用いた
外観検査システムを取り入れる
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良品学習

外観検査装置のＡＩ

不良品学習

検査装置のAI学習 ➡ 大量の画像が必要

データの収集が簡易

定義付けが難しい製品には不向き

データの収集が困難

複雑化した定義付けが可能

➡めっき表面は撮像が難しいため、両方の検査装置を導入



良品学習
OK NG

全体的に青色

めっきが付いている状態

部分的に異なる色が

欠陥と判定された状態

外観検査装置のＡＩ



不良品学習

外観検査装置のAI

OK NG

全体的に青色

表面が綺麗な状態

部分的に異なる色

表面に傷・打痕・錆・シミが
ある状態

さび

シミ

外観検査装置のＡＩ



Ｌ５Ｇを選定した理由

１．コードレスが望ましい

大型製品の検査時にコードが邪魔になる

ＬＡＮが工場内に整備されていない

工場内で薬品を使用するため、
 ケーブルが侵されることを防ぎたい



１．コードレスが望ましい

Ｌ５Ｇを選定した理由



１．コードレスが望ましい
２．社内システムとの連携

自社サーバーがオンプレミス型であるため

Ｌ５Ｇを選定した理由
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１．コードレスが望ましい

２．社内システムとの連携

３．L５Gの安定性

Wi-Fiより通信品質が安定している

Ｌ５Ｇを選定した理由
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１．コードレスが望ましい

２．社内システムとの連携

３．５Gの安定性

４．L５Gの将来性

Ｌ５Ｇ対応機器の種類が増え、
これから伸びていくツールであるため

Ｌ５Ｇを選定した理由

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｌ５Ｇのパッケージが
これから伸びていくツールであるため
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１．コードレスが望ましい

２．社内システムとの連携

３．５Gの安定性

４．５Gの将来性

５．Ｌ５Ｇのパッケージ化

Ｌ５Ｇがパッケージ化され、
イニシャルとランニングコストが

低減されたため

Ｌ５Ｇを選定した理由

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他社と比較し、
コストメリット（イニシャル、ランニング）
が大きい




１．コードレスが望ましい

２．社内システムとの連携

３．L５Gの安定性

４．L５Gの将来性

５．Ｌ５Ｇのパッケージ化

Ｌ５Ｇを選定した理由



→本格稼働後に確認し、AIを随時バージョンアップする

→5分の検査時間を1分に短縮を目指している

→撮像データと受注データを連携させ、不具合発生時に検証

１．外観評価判定のAI化により 人手不足の解消

２．検査時間の短縮

３．検査画像記録の保存による 品質保証の明確化

期待される効果



AI外観検査装置
のブラッシュアップ

アバターによる
技術共有

めっき液
自動分析装置

電気量積算
分析装置

自動梱包装置

ペーパーレス化

取引先企業との
情報の共有化

将来的には

ローカル５Gを活用した

スマート化に向けた追加投資をしていき

各工場で蓄積されたデータの共有・分析活用し、

デジタルトランスフォーメーションを推進していく

５Ｇに期待すること

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以下の内容で…
① AI外観検査装置のブラッシュアップ （検査管理）
②アバターによる技術共有
③ めっき液自動分析装置 (めっき液管理)
④ 電気量積算分析装置 (品質・生産計画・納期管理)
⑤ 自動梱包装置 
⑥ ペーパーレス化 (社内伝票のデジタル化)
⑦ 取引先企業との情報の共有化

将来的には
ローカル５Gを活用した
スマート化に向けた追加投資をしていき
各工場で蓄積されたデータの共有・分析活用し、
デジタルトランスフォーメーションを推進していく





ご清聴ありがとうございました。
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